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【手続補正書】
【提出日】平成26年10月6日(2014.10.6)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　電力系統と電気的に接続可能な電源装置であって、
　前記電力系統と電気的に接続時に、前記電力系統から供給される交流電圧である電力系
統電圧の波形に合わせて自身の交流電圧である連系出力電圧の波形を決定して該連系出力
電圧を生成する連系運転を行う連系運転実行部と、
　前記電力系統と電気的に非接続時に、前記電力系統電圧とは独立した交流電圧である自
立出力電圧の波形を決定して該自立出力電圧を生成する自立運転を実行する自立運転実行
部とを備え、
　前記自立運転実行部は、前記自立運転時に、前記電力系統電圧の基準周波数Ｈｓと近似
範囲内で異なる自立周波数Ｈｇとなる前記自立出力電圧の波形を決定する自立運転用波形
決定部を有することを特徴とする、
電源装置。
【請求項２】
　請求項１記載の電源装置であって、
　前記自立運転用波形決定部は、位相合致時間Ｔｈ（＝１／｜Ｈｇ－Ｈｓ｜）に対し短く
設定された振幅変動周期Ｔｖ毎に振幅変動範囲内で振幅が変化するように前記自立出力電
圧の波形を決定する、
電源装置。
【請求項３】
　請求項２記載の電源装置であって、
　前記自立運転用波形決定部は、前記振幅変動範囲を、予め定められた前記電力系統電圧
の運用基準範囲に基づき予め決定する、
電源装置。
【請求項４】
　請求項２記載の電源装置であって、
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　前記自立運転用波形決定部は、前記振幅変動周期Ｔｖ間に変化する前記自立出力電圧の
電圧波形の振幅範囲を、前記連系運転時における前記電力系統電圧の過去の変動実績に基
づき決定する、
電源装置。
【請求項５】
　請求項１～請求項４のうち、いずれか１項に記載の電源装置用の同期投入装置であって
、前記電力系統と前記電源装置は連系用遮断器によって自立運転時に電気的に遮断されて
おり、
　前記電源装置の自立運転時に、前記電力系統が復電した後の前記電力系統電圧の位相及
び振幅を第１の計測位相及び第１の計測振幅として測定する電力系統位相・振幅計測部と
、
　前記電源装置の自立運転時に、前記電源装置の前記自立出力電圧の位相及び振幅を第２
の計測位相及び第２の計測振幅として測定する電源装置位相・振幅計測部と、
　前記第１及び第２の計測位相が位相合致許容範囲内にあり、かつ、前記第１及び第２の
計測振幅が振幅合致許容範囲内になった同期投入タイミングの認識をトリガとして、前記
電力系統と前記電源装置とを電気的接続を要求する遮断器投入信号を前記連系用遮断器に
出力するともに、自立運転から連系運転への切替を指示する運転モード指示信号を前記電
源装置に出力する同期投入処理を実行する同期投入実行部とを備える、
同期投入装置。
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